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平成３０年度 第２回熊本県私立学校審議会 議事録 
 

日時 平成３１年２月１３日（水） １０時００分～１１時３０分 

場所 熊本県庁本館５階 審議会室 

出席者 委員１２名、 事務局１１名 

議事の概要 以下のとおり 

 

事務局 （平成３０年度第２回熊本県私立学校審議会の開会を宣言。委員定数１２名中 
１２名の出席を確認し、定足数を満たしていることを報告。） 
 

総務部総務

私学局長 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 （挨拶） 

  

 

（諮問事項が６件、事前協議事項が１件あること、公開で審議を行うが、

議事の進行途中で非公開とすることがあることを説明。） 

 

（議事録署名人は、渡辺委員と中島委員を指名。各委員異議なし。） 

 

 

 

 

 

  

（同一法人からの申請であることから、まとめて審議することとされた。） 

 

（諮問事項①、②について説明） 

 

０歳～２歳の児童に対する保育士数は問題ないのか。 

 

保育士数は現状で基準を満たしており問題はない。 

 

認定こども園へ移行する際の受け皿となっている社会福祉法人八千把福

祉会は、認定こども園のために設立されたものなのか。 

 

以前からあるもので、認定こども園のために設立されたものではない。 

 

諮問事項①「保育所型認定こども園への移行に伴う八千把幼稚園の

廃止認可について」及び諮問事項②「学校法人八千把学園の解散認

可について」の審議 



 - 2 - 

委員 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

各委員 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

全く別の法人として存在していたということか。 

 

そのとおり。 

 

諮問事項①「保育所型認定こども園への移行に伴う八千把幼稚園の廃止認

可について」及び諮問事項②「学校法人八千把学園の解散認可について」は、

適当であると答申してよろしいか。 

 

（異議なし） 

 

諮問事項①及び諮問事項②は適当であると答申することに決定した。 

 

 

 

  

  

（諮問事項③について説明） 

 

城北高校の調理科の定員は現在４０名なのか。 

 

調理科の定員は、１学年４０名、３学年合わせて１２０名となっている。 

 

調理師養成施設の定員増は厚労省の認可が必要だが、その点については如

何か。 

 

調理師養成施設の定員増については学校から所管課である健康づくり推

進課に相談をされている。 

 

この場で審議しても厚労省からの差し戻しがあるのか。また、熊本県内に

調理科を設置する学校は他にもあるのか。 

 

既に施設の基準は満たしており、現時点で差し戻しがあるという話は健康

づくり推進課から聞いていない。 

 調理科を設置する学校はないが、家庭に関する学科として慶誠高校、玉名

女子高校が食物科、菊池女子高校が家庭科を設置している。 

 

定員を６０名に増やした場合、１学年当たり２クラスになるかと思うが、

諮問事項③「城北高等学校の収容定員増に係る学則変更認可につい

て」の審議 
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事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

各委員 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

対応する教員数等は将来的に反映されるのか。 

 

学級編成については、現在実態として定員を超過している状況であるた

め、２クラスで編成をしている。教員も既に確保しており、生徒数が今後さ

らに増えていくことに対する増員としては、２０２０年度から実習助手を１

名、次年度以降も増やしていく計画となっている。 

 

調理科のある高校の志望者は他にどのような高校を併願するのか。 

 

志望者の併願先については情報を持ち合わせていない。 

（関戸委員から、農業高校の食品科等があるようだとの補足あり。） 

 

諮問事項③「城北高等学校の収容定員増に係る学則変更認可について」は、

適当であると答申してよろしいか。 

 

（異議なし） 

 

諮問事項③は適当であると答申することに決定した。 

 

諮問事項④「勇志国際高等学校の学則変更認可について」の審議    

 

（諮問事項④について説明） 

 

面接指導の時間数の増加や学習施設の拡充は教育の観点から良いことだ

と思うが、昨今は教員の過重労働が問題となっている。面接指導の時間数が

増えることで教員の負担が増すと思うが、その点については十分配慮されて

いるのか。 

 

熊本学習センターでは通年で面接指導を行う予定であり、余裕のある時間

割となっている。 

 

以前からある熊本学習センターで面接指導を行うという考え方でよろし

いか。 

 

熊本学習センターは現在生徒が自習のために利用する施設として設置さ

れており、今後は新たに自習とは別に面接指導を実施する施設としても位置

付けられる。面接指導等実施施設は学則に規定する必要があるため、今回の
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委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

各委員 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

各委員 

 

会長 

 

 

各委員 

諮問事項としている。 

 

資金的に負担がかかることはないのか。 

 

今までは熊本学習センターの１階部分での対応としていたが、新たに７階

部分で授業を行うことになる。そのため、７階部分について賃貸借に係る費

用が発生し、生徒からは面接指導に係る費用を徴取する形となる。 

 

実際には何人の生徒が在籍しているのか。 

 

熊本学習センターに自習に来ている生徒数は約３００名。新たに面接指導

を受ける生徒数は約１２０名と見込まれる。 

 

生徒が通信制高校を選ぶ理由は。 

 

具体的な数字等は持ち合わせていないが、生徒の転学状況を見ると、全日

制高校を途中で退学して通信制高校を選ぶ生徒が多く見られる。卒業生の中

には既に仕事をしている者や主婦等もいるため、本来通信制に期待されてい

る幅広い受け皿という役割は今も変わっていないと思われる。 

 

諮問事項④「勇志国際高等学校の学則変更認可について」は、適当である

と答申してよろしいか。 

 

（異議なし） 

 

諮問事項④は適当であると答申することに決定した。 

 

諮問事項⑤「くまもと清陵高等学校の学則変更認可について」の審議  

 

（諮問事項⑤について説明） 

 

（意見なし） 

 

諮問事項⑤「くまもと清陵高等学校の学則変更認可について」は、適当で

あると答申してよろしいか。 

 

（異議なし） 
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会長 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

各委員 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

各委員 

 

会長 

 

 

 

諮問事項⑤は適当であると答申することに決定した。 

 

諮問事項⑥「崇城大学専門学校の廃止認可について」の審議      

 

（諮問事項⑥について説明） 

 

崇城大学専門学校は何の専門学校なのか。また、諮問事項⑤に話が戻るが、

総合的な学習の時間と総合的な探求の時間との違いは何か。 

 

まず学習指導要領の改訂については、平成３０年３月に新しい学習指導要

領が示されており、平成３１年４月１日から新たな科目名が適用されること

となる。実社会や実生活の中から自分が見出した課題を探求することで、キ

ャリア形成や将来に向けての方向性を考えるという観点から科目名が変更

された。 

また、崇城大学専門学校は工業関係の専門課程を有しており、情報学科を

設置している。ソフトを作成するコースや、ソフトを事務処理に使用するビ

ジネスコース、医療事務コースの３つを運営していた。 

 

諮問事項⑥「崇城大学専門学校の廃止認可について」は、適当であると答

申してよろしいか。 

 

（異議なし） 

 

諮問事項⑥は適当であると答申することに決定した。 

 

 

 

 

 

（事前協議事項①について説明） 

  

 （意見なし） 

  

 事前協議事項①「王栄幼稚園の収容定員増に係る事業計画について」は、

適当であると答申してよろしいか。 

  

事前協議事項①「王栄幼稚園の収容定員増に係る事業計画について」

の審議 
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各委員 

 

会長 

 

事務局 

 （異議なし） 

  

 事前協議事項①は適当であると答申することに決定した。 

  

 （閉会を宣言。本日の審議結果は、今後、事務局で速やかに知事に答申す

る準備を行うことを説明。 

 


